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平成29年度東海北陸ブロック血液センター主催「第6回 献血ポスターコンペティション」
三重県赤十字血液センター所長賞 作者 三重県立飯野高等学校 小野 颯太 様



平素より、血液事業の推進につきましては深いご理解ご協力を賜り厚くお礼申しあげます。
献血者の皆様方並びに、三重県、各市町及び医療機関、献血協力団体の皆様に支えられ、

当三重県赤十字血液センターは開設53年目を迎えることができました。

平成29年度におきましては55,808人（対前年度比99.4％）の献血協力をいただき、県内の医
療機関に供給した血液製剤は179,737単位（対前年度比104.2％）で県内における必要な血液
製剤を安定供給することができました。
県民の皆様のご理解、ご協力に深く感謝申し上げます。
平成30年度におきましても、東海北陸ブロック７県における広域的な需要予測を踏まえ、県

内で必要な血液は県内で賄うことを原則として、県・市町及び各協力団体の皆様とさらに連携
を深めながら献血者確保に努めてまいります。

現在、少子高齢化等の社会情勢の変化に伴い、将来における血液製剤の安定確保が大き
な課題となっております。そこで、未来の献血基盤となる若年層への献血推進を図る施策とし
て、三重県ならびに三重県教育委員会の協力のもと平成26年度から、高校献血セミナーを実
施しております。
平成29年度におきましても高校生の皆様を始め、中学生、大学生、新入社員等の若い世代

を中心に14,156人の方々に献血セミナーを聴講していただき、献血、輸血についての知識の
普及啓発と献血に触れ合う機会づくりを進めてきました。
その結果、お陰様を持ちまして10代の献血者数は2,005人（対前年度比121.8％）で、前年を

359人上回るご協力をいただくことができ、献血を未来に繋いで行く大きな手応えを感じており
ます。

今後につきましても、高等学校や大学での校内献血の推進はもとより、小中学生も対象とし
たセミナーもさらに拡大し、将来に向けた積極的な取組みを進めていきますので、皆様のご理
解、ご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

平成30年7月吉日

三重県赤十字血液センター
所長 岡田 昌彦
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